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つ
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つ
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ロ
横
丁

二
市
一
ヶ
村
日
橋
川
「
川
の
祭
典
」

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
夏
ま
つ
り

や
ま
と
の
夏
ま
つ
り

　
毎
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
開
催
す
る

「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
夏
ま
つ
り
」を
３
年
ぶ
り
に

開
催
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
内
容

で
規
模
縮
小
で
の
開
催
で
し
た
が
、多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
、楽
し
む
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
７
月
16
日
・
17
日
の
レ
ト
ロ
横
丁
。昭
和
ロ

マ
ン
を
テ
ー
マ
に
、昭
和
を
知
る
世
代
だ
け
で

な
く
、当
時
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
も
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
息
の
合
っ
た
掛
け
声
で
颯
爽
と
川
を
下
る
イ

カ
ダ
下
り
。夜
に
は
川
の
祭
典
名
物
の
花
火
大

会
で
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　
８
月
14
日
・
15
日
は
子
ど
も
た
ち
が
ま
つ
り

囃
子
を
奏
で
、太
鼓
台
が
ま
ち
を
練
り
歩
き
。喜

多
方
の
夏
の
風
物
詩
を
見
よ
う
と
沿
道
に
多
く

の
人
が
集
ま
り
、盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
や
ま
と
の
夏
ま
つ
り
で
は
、山
都
町
独
特
の

甚
句
を
披
露
。力
強
さ
と
繊
細
さ
の
あ
る
飯
豊

権
現
太
鼓
シ
ョ
ー
は
、若
い
世
代
に
継
承
さ
れ

た
伝
統
を
感
じ
ま
す
。

　
毎
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
開
催
す
る

「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
夏
ま
つ
り
」を
３
年
ぶ
り
に

開
催
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
内
容

で
規
模
縮
小
で
の
開
催
で
し
た
が
、多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
、楽
し
む
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
７
月
16
日
・
17
日
の
レ
ト
ロ
横
丁
。昭
和
ロ

マ
ン
を
テ
ー
マ
に
、昭
和
を
知
る
世
代
だ
け
で

な
く
、当
時
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
も
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
息
の
合
っ
た
掛
け
声
で
颯
爽
と
川
を
下
る
イ

カ
ダ
下
り
。夜
に
は
川
の
祭
典
名
物
の
花
火
大

会
で
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　
８
月
14
日
・
15
日
は
子
ど
も
た
ち
が
ま
つ
り

囃
子
を
奏
で
、太
鼓
台
が
ま
ち
を
練
り
歩
き
。喜

多
方
の
夏
の
風
物
詩
を
見
よ
う
と
沿
道
に
多
く

の
人
が
集
ま
り
、盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
や
ま
と
の
夏
ま
つ
り
で
は
、山
都
町
独
特
の

甚
句
を
披
露
。力
強
さ
と
繊
細
さ
の
あ
る
飯
豊

権
現
太
鼓
シ
ョ
ー
は
、若
い
世
代
に
継
承
さ
れ

た
伝
統
を
感
じ
ま
す
。
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市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情 報 の 詳 細 に つ い て
は、問へ連絡してく
ださい。

情報
ステーション

ラジオ広報番組
好評放送中

FM きたかた

78.2 MHZ
ほっとチャンネル
ピックアップ

ほっとチャンネル
ウィークリー

土・日　正午

土・日　午前９時45分

内
容
エ
ア
コ
ン
の
な
い
高
齢

者
の
み
世
帯
へ
の
設
置
助
成
の

申
請
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

申
請
期
限
10
月
31
日（
月
）

そ
の
他
設
置
前
に
詳
細
な
助

成
要
件
を
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
予
定
件
数
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

問
申
高
齢
福
祉
課
い
き
が

い
支
援
班

☎（
24
）５
２
３
０

内
容
９
月
９
日（
金
）は
、児

童
扶
養
手
当
の
定
時
支
給
日
で

す
。
今
回
の
支
給
は
７
月
分
と

８
月
分
で
す
。
個
別
に
支
給
通

知
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、登

録
さ
れ
て
い
る
通
帳
の
記
帳
に

よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
申
こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

内
容
免
除
券
の
発
行
に
は
、

事
前
に
免
除
申
請
と
課
税
状
況

調
査
同
意
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。申
請
受
付
後
、該
当
の
方
へ

原
則
、後
日
免
除
券
を
郵
送
し

ま
す
。
接
種
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明

書
な
ど（
運
転
免
許
証
や
マ
イ

補
助
・
支
援

高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い

エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
の
申
請

期
間
延
長

児
童
扶
養
手
当
の
定
時
支
給
日

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の

負
担
金
免
除
申
請

今月の納期
30 日  国民健康保険税３期
30 日  介護保険料３期
30 日  後期高齢者医療
　　   保険料２期

浄化槽設置整備事業補助金
浄化槽設置

　新築または更地にしたうえでの建て替えや、増築または
改築により汲み取り便槽などから合併処理浄化槽を設置す
る場合に、その費用の一部を助成します。
※申請の前に工事に着手した場合は、該当になりません。
汲み取り便槽および単独処理浄化槽の撤去

　合併処理浄化槽設置に伴い、汲み取り便槽および単独処理浄化槽を撤去す
るための費用の一部を、設置費補助金に上乗せして助成します。
※新築または更地にしたうえでの建替えや完全撤去ができない場合は、該当
になりません。
配管設置

　汲み取り便槽および単独処理浄化槽を廃止して合併処理浄化槽を設置す
る場合に限り、配管を設置するための費用の一部を、設置費補助金に上乗せ
して助成します。
※更地にしたうえでの建替えの場合は、該当になりません。
対象地域  下水道事業の認可区域や農業集落排水事業などの採択された区

域以外の市内全域
申請期限  12 月 15 日（木） ※２月末までに設置が完了できる浄化槽が対象
問申 下水道課  総務係 ☎（24）5250
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ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）を
持

参
の
上
、保
健
課
健
康
推
進
室

ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
窓

口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
開
始
日

９
月
15
日（
木
）

予
防
接
種
開
始
予
定
日  

10
月
１
日（
土
）

問 

保
健
課 

健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

内
容 

商
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、「
販
売
力
、集
客
力
、店
舗

の
魅
力
」な
ど
、「
あ
き
な
い
力
」

の
向
上
に
取
り
組
む
商
業
者
を

支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
減
少
し
た
売
り
上
げ
を
、

「
市
場
拡
大
、事
業
転
換
、業
種

転
換
」
な
ど
に
よ
り
回
復
さ
せ

る
取
り
組
み
に
対
す
る
特
例
を

設
け
ま
す
。（「
あ
き
な
い
力
挽

回
」枠
）

対
象
者 

市
内
で
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
・
製
造
業
な
ど
を
営
む

小
規
模
企
業
者[

常
時
使
用
す

る
従
業
員
の
数
が
20
人
以
下

（
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業（
宿

泊
業
・
娯
楽
業
は
除
く
）の
場

合
は
５
人
以
下
）の
事
業
者]

※
原
則
、創
業
後
２
年
目
以
降

の
事
業
者

※
今
年
度
、前
期
に
採
択
さ
れ

て
い
る
事
業
者
は
対
象
外

対
象
事
業 

広
告
宣
伝
、店
舗

の
魅
力
お
よ
び
環
境
の
向
上
、

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
商
品
の
開
発

な
ど補助

額 

対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内（
上
限
30
万
円
、あ
き
な

い
力
挽
回
枠
は
上
限
50
万
円
）

募
集
期
間 

９
月
12
日（
月
）～

10
月
５
日（
水
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
申 

商
工
課 
商
工
業
・
雇

用
・
創
業
支
援
室

☎（
24
）５
２
３
３

内
容 

優
れ
た
技
能
を
有
し
、

そ
の
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、後
継
者
の
育
成
な

ど
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し

た
方
々
を
表
彰
す
る
た
め
、各

組
合
団
体
な
ど
を
通
じ
て
候
補

者
の
推
薦
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間 

９
月
１
日（
木
）～

30
日（
金
）

問
申 

商
工
課 

商
工
業
・
雇

用
・
創
業
支
援
室　

☎（
24
）５
２
３
３

内
容 

作
家
４
人
が
、こ
れ
ま

で
の
制
作
活
動
な
ど
に
つ
い
て

話
し
ま
す
。

講
師 

安
部 

直
人 

氏
、後
藤 

學 

氏
、齋
藤 

隆 

氏
、 

長
谷
川 

雄
一 

氏

日
時 

９
月
10
日（
土
） 

午
後

１
時
30
分

場
所 

市
美
術
館 

第
２
展
示

室 

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

定
員 

40
人（
要
申
し
込
み
） 

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。参加

費 

無
料 

※
当
日
観
覧

券
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
方
法 

電
話
、ま
た

は
直
接
。
※
休
館
日
を
除
く
午

前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

問
申 

市
美
術
館

☎（
23
）０
４
０
４

内
容 「
光
陰
一
刻  

四
彩  

安

部 

直
人  

後
藤 

學  

齋
藤 

隆  

長
谷
川 

雄
一
」展
の
作
品
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

日
時 

９
月
17
日（
土
） 

午
後

２
時場所 

市
美
術
館
内

定
員  

10
人（
要
申
し
込
み
）

参
加
費 

無
料 

※
当
日
観
覧

券
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
方
法 

電
話
、ま
た

は
直
接
。
※
休
館
日
を
除
く
午

前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

問
申 

市
美
術
館

☎（
23
）０
４
０
４

内
容 

風
景
を
描
き
な
が
ら
、

構
図
・
デ
ッ
サ
ン
・
彩
色
・
遠

近
法
を
学
び
ま
す
。

講
師 

後
藤 

學 

氏

日
時 

９
月
23
日（
金
・
祝
）、

24
日（
土
）、25
日（
日
） 

各
日
午

前
10
時
～
正
午

場
所 

市
美
術
館
周
辺

対
象 

小
学
４
年
生
以
上

定
員  

10
人（
要
申
し
込
み
）

参
加
費 

無
料

持
ち
物 

鉛
筆（
Ｈ
Ｂ
・
Ｂ
・

２
Ｂ
数
本
）、消
し
具
、絵
の
具

セ
ッ
ト
、折
り
た
た
み
椅
子

申
し
込
み
方
法 

電
話
、ま
た

は
直
接
。
※
休
館
日
を
除
く
午

前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

問
申 
市
美
術
館

☎（
23
）０
４
０
４

あ
き
な
い
力
向
上

支
援
事
業
補
助
金

募　
集

技
能
功
労
者
表
彰

被
表
彰
候
補
者
の
推
薦

展
示
作
品
の
作
家
に
よ
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説

風
景
を
描
く
教
室
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☎ 22-7017 info@kouyou-print.com

ありがとうございます
ふるさと納税（寄附）への協力

　令和４年度の寄附状況は７月末現在で、673 人
の方から1,027万円お寄せいただきました。
　ご協力誠にありがとうございます。

問申  企画調整課 企画調整班 ☎（24）5209

日
時
10
月
５
日（
水
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
１
９
０
０
円

定
員
10
人

申
込
期
限
９
月
14
日（
水
）

日
時
10
月
13
日（
木
）、18
日

（
火
）、20
日（
木
）
午
後
６
時
～

８
時受講

料
１
９
０
０
円

教
材
費
１
５
４
０
円

定
員
５
人

申
込
期
限
９
月
22
日（
木
）

日
時
10
月
４
日（
火
）、13
日

（
木
）、18
日（
火
）、25
日（
火
）、

27
日（
木
）、11
月
１
日（
火
）
午

後
６
時
～
９
時

受
講
料
４
３
０
０
円

教
材
費
１
８
０
０
円

定
員
10
人

申
込
期
限
９
月
15
日（
木
）

日
時
11
月
１
日（
火
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
２
５
０
０
円

定
員
10
人

申
込
期
限  

10
月
11
日（
火
）

問
申
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
会
津

☎（
27
）３
２
２
１

内
容
就
職
を
希
望
す
る
女
性

を
対
象
に
、Ｐ
Ｃ
の
基
本
的
な
使

い
方
か
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
打
ち
合

わ
せ
ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。託
児

無
料
完
備
で
子
育
て
中
の
方
も

安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
９
月
17
日（
土
）
午
後

１
時
～
４
時

場
所
會
津
稽
古
堂

定
員
15
人

参
加
費
無
料

申
し
込
み
方
法
電
話
、メ
ー

ル
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
申
ふ
る
さ
と
福
島
就
職
情

報
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４（
５
２
５
）０
０
４
７

内
容
介
護
職
に
就
き
た
い
方

や
介
護
の
知
識
・
技
術
を
身
に

付
け
た
い
方
向
け
の
研
修
を
行

い
ま
す
。

期
間
10
月
４
日（
火
）～
12
月

12
日（
月
）
※
全
１
３
３
時
間
、

実
日
数
20
日
間

場
所
西
会
津
町
公
民
館

定
員
15
人

受
講
料
１
万
１
６
０
０
円

（
市
民
・
北
塩
原
村
民
・
西
会

津
町
民
・
西
会
津
町
内
に
勤
務

す
る
方
）、３
万
６
６
０
０
円

（
上
記
以
外
の
方
）

※
テ
キ
ス
ト
代
、保
険
料
を
含

み
ま
す
。

申
込
期
限
９
月
16
日（
金
）

問
申
西
会
津
町
役
場
福
祉

介
護
課
福
祉
係　

☎
０
２
４
1（

45
）２
２
１
４

内
容
こ
と
ば
を
育
む
に
は
早

期
か
ら
の
楽
し
い
関
わ
り
が
大

切
で
す
。
子
ど
も
の
様
子
や
相

談
内
容
に
応
じ
て
、一
緒
に
遊

ぶ
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
促
し
、聞
く
姿
勢
や
こ
と
ば

を
育
て
る
手
伝
い
を
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

対
象
者
聞
こ
え
や
こ
と
ば
に

心
配
が
あ
る
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者日時

月
曜
日
～
金
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
４
時（
年
末
年

始
・
祝
日
は
除
く
）

場
所
聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
内

「
み
み
ら
ん
ど
・
會
津
」

問
申
県
立
聴
覚
支
援
学
校

会
津
校

☎
０
２
４
２（
22
）１
２
８
６

募　
集

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修

第
二
種
電
気
工
事
士（
学
科
）

過
去
問
題
練
習
編（
下
期
）

危
険
物
取
扱
者（
乙
種
第
４
類
）

ス
マ
ホ
で
で
き
る
！
か
ん
た

ん
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作

女
性
求
職
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
生

お
知
ら
せ

聴
覚
障
が
い
乳
幼
児
子
育
て

相
談﹃
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
﹄

▲県立テクノア
カデミー会津HP

▲ふるさと福島就
職情報センターHP

▲西会津町介護職員
初任者研修 HP

▲県立聴覚支援学校 HP
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内
容
就
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調

査
で
、国
が
実
施
し
ま
す（
一
部

地
域
の
み
の
調
査
）。

　
調
査
対
象
世
帯
に
対
し
、９

月
上
旬
よ
り
調
査
員
が
伺
い
、

聞
き
取
り
や
調
査
書
類
の
配
布

を
行
い
ま
す
。
郵
送
に
よ
る
回

答
の
ほ
か
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン

で
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回

答
が
で
き
ま

す
の
で
、回

答
を
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
対
象  

15
歳
以
上
の
方

調
査
基
準
日
10
月
１
日（
土
）

問
情
報
政
策
課
情
報
統
計
係

☎（
24
）５
２
１
０
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

内
容
市
内
の
医
療
機
関
や
介

護
事
業
所
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

８
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
ど
な
た
で
も
閲
覧
で

き
る
サ
イ
ト
で
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト

ッ
プ
画
面
下

部
の
バ
ナ
ー

を
ク
リ
ッ
ク

し
て
閲
覧
し

て
く
だ
さ
い
。

問
申
社
会
福
祉
課
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
室

☎（
24
）５
２
５
７

令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査

﹁
け
あ
プ
ロ
・
ｎ
ａ
ｖ
ｉ
﹂

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

９月は認知症強化月間

認知症サポーター養成講座

　毎年９月 21 日は「世界アルツハイマーデー」です。1994 年９月 21 日、
スコットランドのエジンバラで第 10 回国際アルツハイマー病協会国際
会議が開催され、会議の初日であるこの日を「アルツハイマーデー」と宣
言しました。アルツハイマー病などに関する認識を高め、世界の患者と家
族に援助と希望をもたらすことを目的としています。
　９月を「認知症と共に生きる」を考える強化月間とし、市役所ホール棟
１階で認知症に関する啓発活動を行っています。

内容  認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを進めるため、認知
症の基礎知識と接し方などを学ぶ講座です。認知症サポーターは、認知症
の正しい理解と家族・介護者の支援をします。
日時  ９月 27 日（火）午前 10 時～11 時 30 分
場所  大会議室（本庁舎ホール棟２階）
対象  市内在住の方（高校生以下は除く）
申込期限  ９月 21 日（水）
申し込み方法  電話で申し込んでください。

問申 社会福祉課 地域包括ケア推進室 ☎（24）5257 または各総合支所住民課

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止の行事・イベント
○令和４年度 敬老会
　今年度 77 歳以上になる皆さんには、各地区より記念品をお配り
します。
問 高齢福祉課 いきがい支援班 ☎（24）5230 または各総合支所
住民課
○喜多方こども駅伝大会
○きたかた駅伝競走大会
問生涯学習課 スポーツ振興室 ☎（24）5319 ▲システムバナー

▲詳しくはこちら
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日
時
10
月
２
日（
日
）

内
容
①
第
一
こ
ど
も
園
防
火

パ
レ
ー
ド（
消
防
庁
舎
敷
地
内
）

午
前
９
時
②
各
体
験
コ
ー
ナ

ー  

午
前
10
時
③
消
防
・
救
助

訓
練
披
露
正
午

場
所
消
防
本
部
敷
地
内
訓

練
棟

※
雨
天
時
は
消
防
署
車
庫
内
で

開
催
し
、パ
レ
ー
ド
は
中
止
し

ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
22
）６
２
１
３

小
規
模
特
認
校
・
上
三
宮
小
学
校

~
英
語
教
育
の
充
実
~

英
語
専
門
教
師
に
よ
る
指
導

　
全
学
年
で
、英
語
専
門
の
教

師
に
よ
る
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
英
会
話
の
基
礎
が
身
に
付

く
よ
う
、専
門
的
な
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
英
会
話

学
習
の
充
実

　
高
学
年
を
対
象
に
、タ
ブ
レ

ッ
ト
を
活
用
し
、海
外
の
外
国

人
講
師
と
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
レ

ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日

本
語
を
一
切
使
用
し
な
い
た

め
、子
ど
も
た
ち
は
身
振
り
手

振
り
を
入
れ
て
、自
分
の
考
え

を
伝
え
よ
う
と
一
生
懸
命
で

す
。

問
学
校
教
育
課
管
理
・
指
導

班☎（
24
）５
３
１
４

内
容
原
則
、事
前
予
約
制
で

す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
曜
日

を
指
定
し
て
い
ま
す
の
で
、電

話
で
予
約
の
う
え
税
務
署
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。な
お
、制
度
や

法
令
な
ど
の
解
釈
・
適
用
に
つ

い
て
の
一
般
的
な
税
務
相
談
に

つ
い
て
は
、電
話
相
談
セ
ン
タ

ー
へ
の
相
談
が
可
能
で
す
。
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
る
の

で
、該
当
す
る
番
号
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

①
番
︙
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

（
一
般
的
な
税
務
相
談
）

②
番
︙
喜
多
方
税
務
署（
個
別

的
な
税
務
相
談
）

問
申
喜
多
方
税
務
署

☎（
24
）５
０
５
０

お
知
ら
せ

第
18
回
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

税
税
務
署
で
の
個
別
的
な
税
務

相
談
の
事
前
予
約
制

たかさと棚田ウォーク秋
内容  黄金色に染まった棚田を眺

めながら、往復５㎞を歩くウォー
キングイベントです。ゴール後に
は地場産品をプレゼントします。
日時  ９月 18 日（日） 

　　   受付時間：午前 10 時 ～10 時 30 分
場所  ふれあいランド高郷駐車場
定員  100 人 ※福島県在住者限定
参加費  大人 800 円（当日 1,000 円）、小・中学生 500

円（当日 700 円）、未就学児無料 ※温泉入場券付
申込期限  ９月 13 日（火）
申し込み方法  ①氏名・ふりがな、②性別、③年齢、

④郵便番号・住所、⑤電話番号を明記のうえ、市ホ
ームページまたは郵送（〒 969 －4311【住所記載不
要】たかさと棚田ウォーク実行委員会宛）、
FAX ☎（44）2369 のいずれかの方法で申し込んでく
ださい。

問申高郷総合支所 産業建設課 ☎（44）2114

▲問いかけに、英語で元気よく
答える子どもたち

9月24日～30日は結核予防週間
結核とはどんな病気？

　結核菌によって肺に炎症が起きる病気です。最初
は風邪に似た症状で始まります。咳や痰

たん
・微熱・だ

るさが 2 週間以上続く・体重減少・食欲不振・寝汗
などの症状が続く場合は、結核かもしれません。
結核と診断されても、６カ月から９カ月の間、毎日
複数の薬を飲めば治ります。
　結核に感染している人の咳やくしゃみなど「しぶ
き」を直接吸い込むことで人から人にうつります。

予防するには？
適度な運動・十分な睡眠・バランスの良い食事・
タバコを吸わない・定期健診が大切です。抵抗力の
弱い乳児は、重症になりやすく、予防には BCG 接種
が有効です。生後５カ月から８カ月の間に接種して
ください。

問 保健課 健康推進室 ☎（24）5223
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内
容
令
和
５
年
10
月
か
ら
導

入
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）の

説
明
会
と
、説
明
会
終
了
後
の

登
録
申
請
を
希
望
す
る
方
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
相
談
会
を
同
時
開

催
し
ま
す
。

日
時
９
月
27
日（
火
）①
午
前

10
時
～
11
時
45
分（
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
概
要
説
明
）
②
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分（
消
費

税
の
基
本
的
な
仕
組
み
と
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
説
明
）

場
所
喜
多
方
税
務
署
２
階
会

議
室申し

込
み
方
法
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約

制
で
す
。

申
込
締
切
９
月
22
日（
木
）

問
申
喜
多
方
税
務
署

☎（
24
）５
０
５
０

（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス﹁
２
番
﹂）

年　
金

年
金
出
張
相
談

日
時
10
月
13
日（
木
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

場
所
本
庁
舎
１
階
相
談
室

※
市
民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。相談

時
間
１
人
30
分
程
度

※
相
談
日
の
１
カ
月
前
か
ら

前
々
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

問
申
会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
２（
27
）５
３
２
１

電
話
で
の
年
金
相
談

受
付
時
間
月
曜
日（
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
、火

曜
日
～
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
、第
２
土

曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時

問
申
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

消
費
税
制
度
が
変
わ
り
ま
す

年金生活者支援給付金制度

対象者  次の要件をすべて満たしている必要があります。

請求手続き  新たに年金生活者支援給付金の支給対象となる方には、日本年金機構のお知らせが９月初旬
頃から届きます。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入して請求してください。また、これ
から年金を受給する方は、年金の請求手続きと併せて、請求してください。
請求期限  令和５年１月４日（水）

※不審な電話に注意してください。日本年金機構や厚生労働省から電話で家族構成や金融機関の口座番
号・暗証番号を聞くことはありません。

問申  給付金専用ダイヤル ☎ 0570（05）4092 市民課 市民窓口班 ☎（24）5226 または各総合支所住民課

老齢基礎年金を受給している方 障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方

 65 歳以上である
 世帯全員の市町村民税が非課税である
 年金収入額とその他所得額の合計が約 88 万
円以下である

 前年の所得額が約 472 万円以下である

　公的年金などの収入やその他の所得額が一定額以下
の場合に、年金に上乗せして支給するものです。
　なお、受け取りには、請求書の提出が必要です。すで
に年金生活者支援給付金を受給している方は、新たな
手続きは不要です。
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

　野生動物による被害を防止するためには、動物を農地に入らせない、作物を食べられないようにする
ことが最も大切です。　　
　「電気柵」は、農地の周辺に電気が流れる柵を設置し、動物が農地に侵入できないようにする設備であ
り、被害防止に非常に高い効果を発揮します。市では、市民の方が市内に電気柵を設置する場合に補助金
の交付を行っています。

クマ・サル・イノシシなどから農地を守るクマ・サル・イノシシなどから農地を守る

対　象　者

① 計画作成地区（行政区）
市内の行政区であって、市の集落環境診断の実施実績があり、かつ診断の結果
に基づく被害対策計画を作成している地区

② 団体・法人
市民で構成される団体（３戸以上で構成）、または市内に主たる事業所を有する
法人

③ 個人
市内に住所を有する個人

対  象  経  費 市内に設置する電気柵の購入に要する経費

補　助　率
① 計画作成地区（行政区）
② 団体・法人
③ 個人

8/10 以内（上限 150 万円）
7/10 以内（上限 60 万円）
5/10 以内（上限５万円）

募  集  期  限 10 月 31 日（月）

申し込み方法 設置を希望する土地の地図を持参し、窓口へお越しください。

注  意  事  項
今回の募集は事前募集です。
補助金の申請開始日（事業を開始する日）は令和５年４月１日からです。
※補助率などは変更となる場合があります。

令和５年度令和５年度
電気柵購入支援事業（野生獣被害対策事業補助金）電気柵購入支援事業（野生獣被害対策事業補助金）

問申 市民生活課　有害鳥獣対策室 ☎（24）5261 または各総合支所住民課
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日　　　時 場　　所 申込期限・申し込み先
10 月 25 日（火）
午前 9 時 30 分～11 時 30 分 熱塩加納総合支所 10 月 11 日（火）

問申 熱塩加納総合支所  住民課（36）2111

　これからのまちづくりや子どもたちの未来、市民生活など「わくわくする喜
多方」の創造に向け市長と直接お話ししませんか。
◆対  話  者　市民の皆さんなら、どなたでも対話できます。
　※申し込みの際にお話ししたい内容（例：｢○○○なまちづくり｣ など）、住所、
　　氏名、年齢、職業などをお知らせください。
◆対話時間　1 人（組）30 分以内　（団体の場合、概ね 5 人以内とします）

市政ふれあいトーク
　これからのまちづくりや子どもたちの未来、市民生活など「わくわくする喜
多方」の創造に向け市長と直接お話ししませんか。
◆対  話  者

市政ふれあいトーク

第14回全国水源の里シンポジウム
内容  本市など全国の「水源の里」が持つ多様な価値が見直され、都市部からの移住など田園回帰の流れが本

格化するなかで、地域自らが戦略を立てながら行う持続可能な地域づくりについて議論を深めるためのシン
ポジウムです。
日時  10 月 27 日（木） 午後１時～５時（開場午前 11 時 30 分）
参加料  無料
場所  喜多方プラザ文化センター
基調講演

【演題】  水源の里   持続的発展のための地域戦略
　　　  ～社会の大転換期における水源の里が持つ多様な価値を生かして～

【講師】  徳島大学   准教授  田口  太郎 氏
パネルディスカッション

【テーマ】  地域戦略のための「ヒト」・「モノ」・「カネ」づくり
【コーディネーター】  遠藤  和子 氏

　　　　　　　　　 （国立研究開発法人  農業・食品産業技術総合研究機構
　　　　　　　　　  農村工学研究部門  資源利用研究領域  研究領域長）

【パネリスト】  石島  来太 氏（NPO 法人かけはし 代表理事）
　　　　　　  松﨑  健太郎 氏（㈱オクヤピーナッツジャパン 代表取締役）
　　　　　　  堀　恵子 氏（㈱河京 監査役）
　　　　　　  秋山  綾子 氏（（一社）日本ポジティブヘルス協会 代表理事）
申込期限  ９月 30 日（金）
申し込み方法  回覧文書または市ホームページから申し込んでください。

現地調査研修
内容  シンポジウム翌日の 10 月 28 日（金）には、『水源の里 喜多方市』での取り組みを体感してもらうため、全

国の水源の里関係者による現地調査研修を実施します。

問申地域振興課 きたかたぐらし推進室 ☎（24）5275

問申 企画調整課 広報広聴係 ☎（24）5206

広告募集広告募集
◆広報きたかた…この大きさで月額２万円（半分は１万円）

毎月１８，５００部を発行し、市内の各世帯や公共機関などに配布して
います。

◆市ホームページ…６５ × １５０ピクセル月額1万円
市の公式ホームページとして、市内外から月16万件のアクセスが

あります。
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日　　時 場　　所 相　談　員 予　約　先

行　
　
政

９月 　７日（水）
午前 10 時～正午 一ノ木会館 行政相談委員

佐藤　耕治
山都総合支所住民課
☎（38）3811

　　　 ８日（木）
午前９時～11 時

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

行政相談委員
遠藤　俊一

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

　　　 ９日（金）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

行政相談委員
小原　良一

市民生活課
☎（24）5208

　　　15 日（木）
午前９時～11 時 高郷公民館研修室 行政相談委員

齋藤　利成
高郷総合支所住民課
☎（44）2111　

10 月    ３日（月）
午後２時～４時

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

行政相談委員
大堀　由起子

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

　　　 ５日（水）
午前 10 時～正午 相川会館 行政相談委員

佐藤　耕治
山都総合支所住民課
☎（38）3811

人　
　
権

９月 　７日（水）
午前 10 時～正午 一ノ木会館

人権擁護委員
齋藤　美代子
大関　倫朗
山﨑　仁

山都総合支所住民課
☎（38）3811

　　　 15 日（木）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

人権擁護委員
幸田　久美子
星　朋子

市民生活課
☎（24）5208

10 月    ３日（月）
午前９時～正午

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

人権擁護委員
山ノ内 壽太郎
斎藤　勝富
筒井　弘

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

　　　 ５日（水）
午前 10 時～正午 相川会館 

人権擁護委員
齋藤　美代子
大関　倫朗
山﨑　仁

山都総合支所住民課
☎（38）3811

弁
護
士

９月    30 日（金）
午前９時 30 分

～午後３時 30 分

本庁舎１階
相談室 

弁護士
櫛田　崇 

市民生活課
☎（24）5208

毎月 6 日以降の情報を掲載してす。１日～５日までは先月号をご覧ください。

各種相談日 各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩み
ごとや困りごとなど気軽に相談してください。
※新型コロナ感染症対策のため中止となる場合があります。

休日の当番医（初期救急）

開庁時間内（午前８時 30 分～午後５時 15 分）の
納税相談や来庁納付が難しい方は利用してください。
納 税 相 談

診療時間：午前９時～午後５時

休日の輪番制病院（2 次救急）

こころの健康相談
日　　時 場　所 相　談　先

９月  27 日（火）・30 日（金）
午後５時 15 分～７時

税務課窓口
相談コーナー

税務課 税制収納班
☎（24）5219

日　　時 場　所 予　約　先
９月  22 日（木）
午前 9 時 30 分～11 時 30 分 保健センター 保健課 健康推進室

☎（24）5223 または各総合支所住民課

休　日 病院・医院名
９月 　   11 日（日） 福田耳鼻咽喉科醫院

（西四ツ谷）
☎（24）4187

18 日（日） 内科消化器科みつはし医院
（関柴町上高額）

☎（21）1311

19 日（月・祝） 山田産婦人科医院
（新道）

☎（22）3032

23 日（金・祝） 喜多方腎泌尿器クリニック
（下町南部）

☎（23）5531

25 日（日） ゆうゆうクリニック
（西四ツ谷）

☎（22）2111

10 月 　　2 日（日） あきもと整形外科クリニック
（菅原町）

☎（21）1515

休　日 病院・医院名
９月 　   11 日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）

☎（24）5021

18 日（日） 佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

19 日（月・祝） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

23 日（金・祝） 会津医療センター（会津若松）
☎ 0242（75）2100

25 日（日） 佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

10 月 　   ２日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

日　時 内容 場所・相談先
９月 　13 日（火）、
　　　 27 日（火）
午後１時 30 分

～３時 30 分

心の
健康相談）

（匿名可） 会津保健福祉事務所
☎ 0242（29）5275

　　　 ９日（金）
午後１時 30 分

～３時 30 分
うつ病
家族教室

赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動・育
児などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。気軽に利
用してください。相談を希望される方は、事前の電話予約をお願
いします。

健 康 相 談

消
費
生
活

月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時 30 分

～午後５時
本庁舎１階
消費生活センター

消費生活相談員
權瓶　真弓
若林　理香

消費生活センター
☎（24）5353

※当面の間は電話での対応とします。

行
政
書
士

９月    20 日（火）
午後１時 30 分

～４時 30 分
本庁舎 1 階
相談室

県行政書士会
会津支部会員

市民生活課
☎（24）5208
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新刊案内  （一部）

児童図書

一般図書

図書館だより

日 曜　日 催　し　物　名 開　　演 入　場　方　法

３ 土
市民文化祭参加行事

NPO 法人喜多方子ども劇場例会
だるま食堂「コントのコ」

午後７時
大　　人　1,300 円
子 ど も　0,900 円
親子ペア　2,100 円

９～11 金～日 市民文化祭参加行事
第 12 回一花かな書展

午前 9 時 30 分～午後 5 時
※最終日は午後 3 時まで 無　　料

10 土 お菓子の蔵 太郎庵
月夜の音楽会 午後 5 時 15 分 入場券 500 円

（太郎庵各店舗で取り扱い）

19 月・祝
小椋あかりコンサート in 会津
Power of the future Festival

2022 in 福島
午後２時

前売り券　2,000 円
当 日 券　2,500 円
※小学生以下無料

９月　喜多方プラザ催し物のご案内

問 喜多方プラザ ☎（24）4611

喜多方市美術館 information

問  美術館 ☎（23）0404●次回企画展 「グラフィック・アート＆ポスター展  コレクションを中心に」 10月15日 （土） 〜11月13日 （日）

◆開館時間　※状況により、変更する場合があります。
○火～金…………午前９時30分～午後７時
○土・日・祝日…午前９時30分～午後５時30分
◆休館日…………９月５日（月）、12日（月）、20日（火）、
　　　　　　　　26日（月）
問申 図書館 ☎（22）1855

・スマホになじんでおりません
・作家刑事毒島の嘲笑
・紙の梟
・筆のみが知る
・いくつになっても「骨」は育つ !
・つるんと、のどごしのいいおやつ
・野菜と果物すごい品種図鑑
・楽しくできる！DIY で作る家具・小物
・今と未来がわかる工場
・福祉サービスの法律と手続き

・かみなり
・サバンナで野生動物を守る
・鳥は恐竜だった
・トーキングドラム
・みどりの森のなかまたち
・ワニのガルド
・わたしとあなたのものがたり
・王さまのおうごんのひげ
・かきごおり
・ねずみくんはカメラマン

群 ようこ
中山 七里
貫井 徳郎
近藤 史恵
今泉 久美
中川 たま
竹下 大学
山田 芳照
多田 夏代
若林 美佳

妹尾 堅一郎
沢田 俊子

鈴木 まもる
佐藤 まどか

たかどの ほうこ
おーなり 由子

アドリア・シオドア
クラース・フェルプランケ

石津 ちひろ
なかえよしを

◆イベントのお知らせ◆
■絵本「ライオンのこころ」パネル展

日時：9 月 6 日（火）～19 日（月・祝） 終日開催
場所：図書館 1 階  ロビー
　　　どなたでもご自由にご覧いただけます。

◆定例おはなし会のお知らせ◆
■おはなしドライブ

日時：９月４日（日）、11 日（日）、25 日（日）
　　　午前 11 時～11 時 30 分
定員：12 人（予約が必要です）

■ちっちゃなおはなし会
日時：９月 15 日（木）
　　　午前 11 時～午前 11 時 15 分
定員：３組（予約が必要です）

　会津にゆかりのある四人の作家の展覧会を開催しています。
　塩川町出身で、腐食技法などを用いた銅版画を制作する安部直人。当館の
元館長であり、油彩画で自然風景などを描く後藤學。和紙と墨で人物像を描
きながら独自の世界を作る齋藤隆。「一版刷り」という技法で自然をテーマ
に木版画を制作する長谷川雄一。
　彼らの長年にわたる創作の軌跡をご覧になれます。
●開館時間　午前 10 時～午後６時（最終入館は午後５時 30 分）
●休 館 日　毎週水曜日
●観 覧 料　一般 600 円　小・中・高校生 250 円　
　　　　　　65 歳以上 75 歳未満 300 円　※未就学児・75 歳以上 無料

「光陰一刻   四彩   安部直人・後藤學・齋藤隆・長谷川雄一展」　開催中～10 月 2 日（日）

長谷川雄一  《月下草木抄 No.1》
2013 年 油彩・麻紙・木版

会津清掃有限会社



喜多方市の人口
（令和４年７月１日現在）

※令和２年国勢調査をもとに、その後の出生、
死亡、転入、転出の数を加減して算出した「福
島県の推計人口」の数値を掲載しています。

表
紙
の
写
真

世帯数人  口
男 女

出  生
転  入

15人
84人

死  亡
転  出

67人
65人

　
７
月
23
日（
土
）、地
元
の
畜
産
農
家

を
見
学
し
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に
、仔
牛
に
ミ
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ク
を

与
え
る
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

仔
牛
の
ミ
ル
ク
を
飲
む
力
の
強
さ
に
驚

き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。牛
も

暑
さ
で
体
調
不
良
に
な
る
そ
う
な
の

で
、皆
さ
ん
も
日
々
の
体
調
管
理
に
は

気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

16,168世帯
22,595人　

43,526人
20,931人

６月中の動き
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▲
背
景
の
絵
柄
は「
喜
多
方
の
染
型
紙（
県
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
）」〝
萩
、紅
葉
、竹
、蝶
〞で
す
。

喜多方の

▲齋藤隆 『指揮』 1987 年　コンテ・ケント紙

喜多方の美

作  品  来  歴
　齋藤は東京都の出身ですが、西会津町や会津
本郷町（現在の会津美里町）に暮らしていた時期
もあり、会津の画家との交流も深く、会津にゆか
りのある画家です。
　本作《指揮》は、１９９４年４月に喜多方プラ
ザ文化センターで開催された「第７回会津出身
美術家展」で、〈釈迦十大弟子〉とともに展示され
た作品です。喜多方市美術館の開館に伴い、本作
が美術館のコレクションに加わりました。
　「光陰一刻　四彩　安部直人・後藤學・齋藤隆・
長谷川雄一 展」（開催中～ 10 月２日）にて、本作
をご覧いただけます。

　美術館では、本市および会津にゆかりのある作家、
並びに国内外の作家の優れた美術作品を収蔵してい
ます。
　その中からセレクトし、作品とともに作家をめぐる
さまざまな情報を紹介します。 －喜多方市美術館のコレクション－ №２

　
画
家
・
齋
藤
隆（
１
９
４
３
〜
）は
、独
学
で
絵
を
学
び
、

20
代
の
頃
に
16
世
紀
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
の
画
家
・
マ
テ
ィ

ア
ス
・
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
祭
壇
画
や
、東
京
国
立
博

物
館
所
蔵
の
宗
元
画
に
感
銘
を
受
け
て
以
来
、人
間
の
本
質

や
内
面
性
を
追
求
す
る
作
品
を
制
作
し
続
け
て
い
ま
す
。コ

ン
テ
や
墨
を
用
い
て
、モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
色
調
の
線
を
重
ね

合
わ
せ
て
い
る
の
が
、齋
藤
の
作
品
の
特
徴
で
す
。

　
本
作
は
、燕
尾
服
を
思
わ
せ
る
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
指

揮
者
が
、画
面
の
左
側
を
見
つ
め
な
が
ら
、指
揮
棒
を
携
え

た
右
手
を
伸
ば
す
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。指
揮
者
の
顔
と
両

手
は
コ
ン
テ
で
し
わ
の
一
本
一
本
ま
で
丹
念
に
描
写
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、着
衣
の
部
分
は
背
景
に
溶
け
込
む
か
の

よ
う
に
簡
略
化
さ
れ
、緻
密
な
線
の
重
な
り
と
余
白
の
対
比

が
画
面
に
緊
張
感
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
指
揮
者
の
力
強
い
眼
差
し
は
、そ
の
向
こ
う
に
い
る
演
奏

家
た
ち
の
姿
、両
手
の
複
雑
な
表
情
は
演
奏
の
一
瞬
だ
け
で

は
な
く
、指
揮
者
と
し
て
の
長
年
の
経
験
と
熟
達
し
た
技
術

さ
え
感
じ
さ
せ
ま
す
。一
人
の
指
揮
者
と
し
て
の
ド
ラ
マ
が

表
現
さ
れ
た
作
品
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

作
家
紹
介

作
品
解
説


